
1 日本図書館情報学会用語辞典編集委員会（2007）に

よれば，紀要とは学会や研究機関の会合で発表され

た講演の記録，報告事項の大要を収録した印刷物で

あり，日本では主として大学や学会などに提出され

た論文や研究発表を掲載する機関誌とされている。

光斎（2000）は，大学や学術研究機関が研究成果を

収録し，定期または不定期に刊行する継続的な学術

出版物を総称して紀要と定義している。本稿では，

学会ではなく，大学が研究成果を収録し刊行するも

のとして紀要を論じる。

2 広島大学大学院教育学研究科には，当該紀要以外に

も数多くの刊行・編集規程に基づき当該領域におけ

る最新の研究知見を収録した紀要が刊行されてい

る。
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問題と目的

　我々は，眼前に 1.5 人あるいは 2 人という人数を提

示されたならば何を想起するだろうか。この人数は，

学術界において従前よりささやかれてきた紀要
1
読者

の人数を指しているものである。すなわち，当該人数

は，執筆者と紀要の編集担当者，あるいは執筆者と研

究指導者の人数を指して紀要を揶揄したものと考えら

れる。広島大学大学院教育学研究科の刊行物の中には，

学習開発研究と学習開発学研究という 2 種類の紀要
2

がみられる。ところで，紀要とはどのような歴史的経

緯により成立し，どのような特徴を備えているのだろ

うか。

　日本最初の研究紀要は，東京大学設立 2 年後の 1879
年（明治 12 年）に東京大学理学部により刊行された

「Memories of the Science Department , University of Tokyo, 



3 谷沢（1980）は，論文附記において，取り上げた論

文選定について所属大学における受贈刊行物の中で

何かの機縁でふと眼に触れた諸篇としている。この

ことから，特定のテーマに基づき，厳密な方法論に

基づき論文選定をしたのではないことが推察され

る。また，気を悪くして所属大学に対して寄贈を打

ち切る思案をなさらないようにと研究者としての配

慮を示している。

4 山崎（1998）は，インパクトファクターの現況と考

案された歴史的経緯を踏まえた上でインパクトファ

クターの重要性を認めつつも，インパクトファク

ターの有する課題も指摘している。また，逸村・安

井（2006）は，大学における研究評価の必要性や学

術論文における引用の重要性そしてインパクトファ

クターの特性を概説した上で，学術雑誌の位置づけ

を検討する指標としての有効性を認めつつも，組織

や個々人の研究評価に利用することはできないこと

を指摘している。

5 当該論文刊行時は，国立大学法人化以前である。そ

のため，原典の国立大学と記載している。
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Japan」だとされている（磯野，1986）。その後の日本

における紀要の展開は，長谷川（1993）によれば，日

本は明治期において学術雑誌の近代化が短期間に進行

し，専門分科した学会と帝国大学の紀要が同時並行的

に発達したため，欧米と異なり，学会における学術雑

誌の機能分化が未成熟なまま日本独自の紀要発行のシ

ステムが定着し，加えて紀要発行のシステムは戦後の

私立大学にも引き継がれ日本独特の紀要乱立状態が出

現したとされている。また，中山（1974）は，大学が

設立されると当該大学の存在意義を示すために各々の

大学紀要を発刊したと指摘している。ただ，日本の大

学における議論については，1991 年の大学設置基準の

大綱化に伴う大学数の増加や国立大学法人化という時

代に伴う変化も範疇に置いておく必要があるだろう。

　文部科学省（2014）によれば，2014 年時点での大

学数は 781 校（国立 86，公立 92，私立 603）となっ

ている。すなわち，公立および私立学校の数はこの数

十年で大幅に増加したと考えることができる。また，

川口（2005）は，大学の自治，学問の自由，説明責任

の 3 つをどのような時代でも大学が持つべきものと指

摘した上で，法人化以降の国立大学はより自律的な環

境を基盤として特色ある戦略に基づいた取り組みや改

善そして適切な評価を行っていくことの必要性を述べ

ている。現在の大学は，教育研究水準の質保証の重要

性が叫ばれて久しい。つまり，紀要発刊は各大学の存

在意義を示すだけなく，自己点検・自己評価に寄与す

る一つの方策としても考えられる。そして，紀要の

持つ学術的な有効性も指摘できる。菅井（2013）は，

1999 年度に大隈記念学術褒章の記念賞を受賞した出

口保夫氏の受賞対象となった研究成果のもとになって

いるのが早稲田大学教育学部により発行されている

「学術研究」紀要への連載であったことを指摘し，紀

要の重要性を示している。こうしたことを踏まえれば，

紀要とは，日本の学術界の一翼を担うものと考えるこ

とができる。

　一方，我が国の紀要については，読者の人数を揶揄

するように，研究内容の水準について批判的な指摘も

なされている。特に，谷沢（1980）3
は，日本大学人

文科学研究所研究紀要，千葉商大論叢，国学院大学紀

要，明治大学教養論集，神戸外大論叢，お茶の水女子

大学人文科学紀要，共立女子短期大学（文化）紀要な

どに掲載された特定の論文を取り上げ，当該論文の概

要や問題点を記載しつつ，研究内容の水準について激

しい批判を行うと同時に，大学教員の資格認定に関す

る論文業績のあり方に問題を提起している。また，上

田（1987）は，理工学分野においては紀要の重要性が

低いことを指摘している。このような中，竹内（2012）は，

100 年以上の歴史を持ち 2001 年に廃刊した東京大学工

学部紀要やインパクトファクター
4
のような評価指標

を重視する学界の傾向を踏まえて自然科学領域におい

て紀要の役割が終えたことを指摘しつつも，人文社会

学領域においては学会誌のページ数に制約があること

を問題としつつ紀要の意義や利点を認めている研究者

がいることを指摘している。この竹内（2012）の指摘

を踏まえれば，紀要の価値については，学問分野を射

程に入れつつ検討を行う必要があると考えられる。

　学問分野を射程に入れつつ紀要の意義を扱った先駆

的な研究には，糸賀・関（1986）がある。糸賀・関（1986）
は，所属する慶応義塾大学三田情報センターの学術雑

誌に充てられた書架スペースの 40％を大学紀要が占

めていることを指摘した上で，人文・社会学分野にお

ける経済学と教育学に着目し，1982 年から 3 年間に

わたり国立大学
52 校，公立大学 2 校，私立大学 2 校，

単科大学 4 校の総計 8 大学に所属する延べ 1207 名の

専任教員を対象に論文発表の場としての大学紀要の利

用および論文執筆に際する大学紀要の利用について調

査を実施している。その結果，大学間での相違はある

ものの，全体として大学教員によって発表される論文

の 42.5％が紀要に掲載されていたことが見出されてい

る。また，大学教員の論文執筆においては，引用する

雑誌論文のうち全体で 41.9％を紀要論文が占めている

ことが明らかにされている。



6 CiNii Aricles を挙げることができる。

7 日本における機関リポジトリの発展については，土

出・呑海（2010）に詳細に整理されている。

8 学習開発学講座関係教員および諸先輩方の築いてき

た業績は，学術著書，国際・国内の学会誌論文，現

在の所属先の紀要，教育実践など多岐に渡ることが

予想される。
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　しかし，糸賀・関（1986）の研究成果については，

現在から 30 年前の紀要の状況を扱っているという年

代的な問題と掲載された論文の学問分野における研究

内容上の水準を扱っていないという評価の問題をはら

んでいると考えられる。こうした中で近年，麻生（2009）
は，人文系における理数系と異なる学会誌査読作業に

備わる帰属学問の確認と内容の評価という障壁の問題

を提起しつつ，学会誌における査読システムのあり方

に付随して，紀要論文の価値についても言及している。

すなわち，学術雑誌は，査読のあることを研究上の価

値として担保するものではないこと，査読を担当する

者には内容について学問観だけでなく学問の力量を備

えて査読を行うことの必要性に加え，研究者によって

は，学術雑誌以外の紀要からも学問上の重要な知見を

見出すことが出来るとしている。

　紀要の重要性については，研究者の力量を踏まえた

言及として鮎澤（1976）を取り上げることも出来る。

鮎澤（1976）は，紀要は学位論文を除けば学内の教員

であれば殆ど無審査で掲載できることに触れ，紀要論

文は学会誌と比較して玉石混合の感がなくもないとい

うことを指摘している。この玉石混合という視点は，

暗黙裡に紀要に関する研究上の差異を認めつつも，研

究者の視点によっては，自身の研究に有益となる成果

を見出すことが可能となることを示していると考えら

れる。このように考えるならば，単純に人文社会学系

における紀要の研究内容の水準に批判的な指摘をする

ことは軽率だと考えられる。加えて，近年の紀要につ

いて考える際には，インターネットを基盤としたデジ

タル環境の著しい発展も加味する必要があるだろう。

　紀要読者の人数についての批判は，本稿の冒頭でも

指摘を行った。このような読者の人数についての批判

がなされる背景には，紀要の出版上の特徴が影響して

いる。光斎（2000）や菅井（2013）によれば，紀要の

出版上の特徴には，発行部数の少なさや通常の出版物

の流通経路と異なり非売品であること，そして検索手

段の乏しさに基づく存在の確認の難しさがあるとされ

ている。この一般の目に触れる機会の少なさが，とも

すれば執筆者の研究意欲と知的誠実さを削ぐことに繋

がっていたことも示唆される。しかし，こうした出版

上の特徴には，デジタル環境の発展により劇的な変化

が生じている。

　竹内（2012）は，紀要入手に関する大きな改善の潮

流として，検索手段である索引電子化の発展
6
そして

機関リポジトリ
7
の発展を指摘した上で，論文をひと

まとめにしていた紀要が機関リポジトリによって論文

単位に解体され，1 つ 1 つの研究成果としての存在意

義を主張できるようになってきたことを指摘してい

る。紀要が電子化されることにより誰もが容易にアク

セスでき，機関リポジトリを通してオープンアクセス

コンテンツとなるならば，紀要の出版上の特徴に大き

な変容が生じるだろう。すなわち，各研究者は，機関

リポジトリによる利用可能性の向上と掲載論文の透明

性に基づき，各々の備えている確かな学問に対する力

量によって自身の研究に必要な知見を紀要から見出す

ことが出来る。なお，研究者の力量を形成する学問的

基盤には，研究者自身が経験してきた教育・研究環境

が寄与している。

　教育・研究環境は，所属する大学の教員や諸先輩達

により築かれ現在の所属学生に継承されるものであろ

う。この継承という視点に立脚すれば，所属先の刊行

紀要そして掲載論文は，過去と現在そして未来の学徒

達の知的交流を橋渡しする役目を担っていると考えら

れる。こうした状況を鑑みるならば，研究者が所属大

学の刊行物である紀要の価値を改めて検証し，紀要の

変遷過程についても再考する必要があるのではないだ

ろうか。なお，紀要冊子とは刊行・編集規程に基づき

俯瞰的な視点において当該領域を概括していると考え

られる。そこで，掲載論文だけでなく紀要冊子自体に

も注目することが重要となるだろう。

　広島大学大学院教育学研究科学習開発学講座では，

学習開発学研究を原則年に 1 冊刊行している。尾見・

川野（1996）は，論文執筆を研究活動の 1 つの区切り

として研究活動の流れを整理している。しかし，当該

の流れは，個人的事象の枠組みで整理され，論文発刊

後の社会的事象すなわち他者との相互作用のことを含

めていない。他者との相互作用という点に注目するな

らば，発刊論文を改めて展望することは講座を築いて

きた先人達との紙面を通した相互作用の 1 つとして捉

えられるだろう。現在，若手研究者には，国際学会で

発表することも推奨されている。しかし，若手研究者

の進歩や成長は，所属講座の教員および先輩方が築い

てきた教育・研究環境に支えられてきたと考えられる。

　そこで，本研究では，学習開発学講座に関係する諸

先輩方が築いてきた成果の一角
8
を成す学習開発学研

究および前身雑誌としても位置づけることが可能であ



Table 1　紀要冊子の概要

A 1 2000
3 24

2000
3 24 (A)

B 2 2003
3 24

2003
3 24

C 1 2007
9 1

2007
9 1 (B) 2010

10 5

D 2 2009
3 31

2009
3 31 (B) 2010

10 5

E 3 2010
3 31

2010
3 31 (B) 2010

10 6

F 4 2011
3 31

2011
3 31 (B) 2011

7 13

G 5 2012
3 31

2012
3 31 (B) 2012

8 7

H 6 2013
4 30

2013
4 30 (B) 2013

11 25

I 7 2014
4 30

2014
4 30 (B) 2014

6 12

2 Journal of learning and curriculum development Jouranal
of learning science

3 2 A 3
B

1

ISSN
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ろう学習開発研究の 2 つの研究紀要に着目し，紀要冊

子の概要，掲載論文の概要，機関リポジトリでの各論

文のアカウント数という大きく 3 つの概観について歴

史的変遷過程を踏まえて探索的に検討を行うものとす

る。

方　　　法

　分析対象　学習開発研究第 1 号～第 2 号，学習開発

学研究第 1 号～第 7 号の総計 9 冊子および各冊子に掲

載されていた総計 102 本の論文を用いた。

結果および考察

　紀要冊子の概要　紀要冊子の概要については，まず

冊子タイトル，号数，印刷日，発行日，発行所，印刷

所，ISSN 番号の有無，機関リポジトリ収録の有無お

よび機関リポジトリ登録年月日といった枠組みに基づ

き整理を行った（Table 1）。
　Table 1 の結果からは，学習開発研究から 2007 年 9
月 1 日の紀要冊子をもって学習開発学研究に冊子タイ

トルが発展的に変遷したことが分かる。このことにつ

いて，樋口（2007）は，学習開発学研究第 1 号の編集

後記にて名称変更の理由を概説している。また，学習

開発学研究の英文名を「Journal of learning science」と

したことは，現在の世界的な学習科学の隆盛を予見し

た判断であろう。そして，このことは，学習開発学講

座の学問的基盤が「学習科学」にあることを明確に示

しているものと考えられる。

　次に，印刷日および発行日についてだが，学習開発

研究第 1 号は 2000 年に発行されていた。岸（2000）
や樋口（2000）によれば，2000 年は博士課程後期の

みの独立専攻「学習開発専攻」の完成年度であったこ

とが明記されている。すなわち，学習開発研究第 1 号

は，1997 年 4 月に新設された博士課程後期の独立専

攻であった学習開発専攻創設期の学問的結晶であり現

在の学習開発学講座の土台となるものと考えられる。

その後，学習開発学研究第 2 号以降は，1 年ごとに刊

行されていることが明らかにされた。

　発行所は，学習開発研究第 1 号のみ学習開発専攻基

幹講座となっている。このことは，博士課程後期の独

立専攻であったという現体制の創成期の影響であろ

う。そして，印刷所は全ての冊子を三原プリント株式

会社が担当していることが明らかにされた。

　ISSN 番号については，学習開発学研究第 2 号より

取得されている。林（2009）は，学習開発学研究第 2
号の編集後記においてより一層学界の発展に寄与でき

るように ISSN 番号を取得した旨を指摘している。



9 機関リポジトリに収録されているのは，Appendix
に示した中の A2 論文，A6 論文，A7 論文の 3 本で

ある。

10 当該の登録年月日については，広島大学図書館学

術情報企画主担当川村拓郎氏より回答がなされた

ものである。

Table 2　紀要冊子内の構成について

A (A) 15 (A) A
B (A) 15 (B) A (4) B
C (B) 14(2) (A) B (4) A
D (C) 12 (4) A
E (C) 12 (5) A
F (C) 9 (5) A
G (C) 7 (5) A
H (C) 9 (5) A
I (C) 8 (5) A

7 2 A B

4 2 (A) B

1

6

2 3 A B
C

3

5 2 A B
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　そして，機関リポジトリに関しては，学習開発学研

究に掲載されている論文は全て登録されていることが

明らかとなった。このことについては，田崎（2011）
が学習開発学研究第 4 号の編集後記内において第 3
号の刊行以降に広島大学図書館リポジトリに登録し，

CiNII で論文を検索，PDF のダウンロードを可能とな

るように対応をとったことを記載している。土出・呑

海（2010）によれば，日本で最初に設置された機関

リポジトリは 2002 年に試行が始められた千葉大学の

CURATOR であること，設置や整備率は私立大学と比

較して国立大学において圧倒的に多いことが指摘され

ている。すなわち，機関リポジトリの発展的推移に基

づき学習開発学研究も機関リポジトリへの収録を行っ

たことが推察される。しかし，ISSN 番号の取得や機

関リポジトリへの登録の開始は，次に繋がる後進達に

は研究成果の大きな橋渡しをした作業であるように考

えられる。加えて，既に刊行された論文冊子に掲載さ

れている論文の執筆者に対して機関リポジトリへの収

録の承諾を得るためには個別の対応も必要だったので

はないかと推察される。なお，学習開発研究第 1 号に

掲載された 3 本の論文は機関リポジトリに登録されて

いた。恐らく，執筆者自身が個別に機関リポジトリへ

の登録を行った
9
と考えられる。

　最後に，機関リポジトリの登録年月日
10
であるが，

印刷日および発行日から機関リポジトリの登録まで一

定の期間を要していたことが明らかとなった。田崎

（2011）の指摘に基づけば，学習開発学研究第 4 号以

降の手続き自体は継続事項となるにもかかわらず，登

録までかなりの期間を要している。このことを鑑みる

ならば，今後はより機関リポジトリの対応窓口と緊密

な連携をとる必要があることが示唆された。

　紀要冊子内の構成　紀要冊子の概要については，次

に，紀要冊子内の構成について検討を行う。そこで，

表紙の有無，目次の有無，巻頭言の有無，掲載論文数，

教員組織の有無，客員教授の有無，在籍学生の有無，

学位取得者の有無，学習科学フォーラムの有無，執筆

者一覧の有無，投稿要領の有無，刊行規程の有無，執

筆要項の有無，編集後記の有無，編集委員の有無およ

び背表紙の有無といった枠組みに基づき整理を行った

（Table 2）。
　Table 2 の結果からは，表紙が総計 3 回変遷してい

ることが示された。伊藤・明石・星野・松下（2001）は，



11 当時，若元澄男氏は，独立専攻「学習開発専攻」

を構成する学習支援開発講座所属であり，松本夏

海氏は，教育学部第 4 類造形芸術コース所属であ

り，三根和浪氏は，教育学研究科造形芸術教育学

講座所属である。

12 学習開発研究第 2 号は，「生涯学習時代における学

びのあり方の多様性に関する研究」という特集テー

マに基づき，所属教員が各々の専門の立場から取

り組んだ研究成果をまとめている（廣瀬，2003）。
13 本稿での数値表現の有無は，当該論文でデータを

採取し，何らかの統計的手法により表現がなされ

ているかを判別したものである。

14 本稿の参照文献数は，引用文献と参考文献をまと

めて整理している。なお，適宜，注内の文献数を

取り入れ整理したものもある。
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雑誌編集の経験則から中身だけでなく読まれるための

編集の重要性を指摘した上で，その中で表紙の色や表

記スタイルに留意することを示している。この伊藤・

明石・星野・松下（2001）に基づけば，学習開発研究

および学習開発学研究の編集に携わった先輩諸氏が中

身だけなく表紙
11
への留意といった読まれるための編

集という努力をしていたことが推察される。

　次に，どの冊子においても目次，巻頭言，編集後記，

背表紙は有しているようである。編集後記においては，

林（2009）や蘆田・野中（2014）のように学習開発学

講座に所属し定年退職やご転出する教員のことを記載

し，感謝を述べるということもなされている。そして，

教員組織や客員教授，そして在籍学生や学位取得者に

ついて具体的に明記している号もあった。こういった

取り組みは，所属講座で学んだ先人達の活躍を後進の

学徒達に可視化し継承することに繋がるものと考えら

れる。

　今後は，学位取得者を明記するだけでなくより発展

的な取り組みを検討することも必要となるだろう。1
つの方策としては，学位取得者が学位論文完成までに

どのような学会で発表し，どのような学会誌に投稿し

たのか，そして在学時にどのような研究生活をしてい

たのかといったデータベースを作成し，今後の当該講

座で学位取得を目指す学徒へのロールモデルとして活

用できるようにすることを考えることができる。

　学習開発学研究第 1 号から第 2 号への変遷では，表

紙の変遷，そして投稿要領から刊行規程に変更されて

いることも興味深いことである。

　編集委員の人数については，学習開発学研究 2 号か

ら 3 号への変遷において 1 名増加していた。林（2009）
の編集後記において編集幹事という役職があったこと

を窺い知れる。そのため，編集幹事が編集委員という

役職に昇格という形をとったのかもしれない。

　掲載論文数については，学習開発学研究第 4 号以降

掲載論文数が一桁台にとどまっている。もちろん，業

績の蓄積は，本紀要だけで判断するものではなく，学

術著書，国際・国内の学会誌論文，現在の所属先の紀

要，教育実践など多岐に渡るため，この数値だけを見

て成果を評価することはできない。また，掲載論文の

数の多寡に判断を委ねるのは危険が伴うものというこ

とも理解している。しかし，紀要刊行の意味を鑑みる

ならば，執筆資格のある研究者に執筆を依頼するため

にも魅力ある研究紀要のあり方を検討する必要がある

のかもしれない。魅力ある研究紀要作成の一つの方策

としては，掲載内容を区分して投稿募集をすることも

考えられる。学習開発学研究第 1 号には，掲載された

論稿の 2 つにフォーラムという区分がなされていた。

菅井（2013）によれば，紀要に掲載されるものには大

学ごとに原著論文，研究ノート，資料，翻訳，注釈，

判例研究，講演記録，書評，活動記録，博士論文要約

といった多様な区分があることが示されている。すな

わち，学習開発学研究に投稿資格のある学習開発学講

座に関係する研究者や修了生そして在学生に対して魅

力的な紀要となるような掲載内容の明確な区分の定義

を定めていくことも考えられる。また，何らかのテー

マ
12
を定めた上で特集号を組むといったことも有効と

なるかもしれない。

　掲載論文の概要　掲載論文の概要については，各紀

要冊子に掲載された論文ごとに執筆者全員の氏名，論

文題目，該当ページ，ページ数，執筆者人数，本文で

使用した言語，数値表現の有無
13
，表の数，図の数，

参照文献数
14
，付録の数，付記謝辞の有無，特記事項

といった枠組みに基づき整理を行い，詳細を Appendix
に示した。

　Appendix の結果から，掲載された 102 本の論文の

ページ数の平均は 8.4 であり，執筆者の人数にも多様

性がみられた。具体的には , 単著論文から 9 名の連名

による共同論文のことである。研究内容や手法によっ

て共同研究が生じること自体は必然だが , 当該研究へ

の直接的な寄与や内容への責任といった観点から共

著のあり方にも意を払う必要があるだろう。数値表現

については全体の 41 本（40.2％）の論文でみられた。

表の数の平均は 2.4，図の数の平均は 1.8 であり，参

照文献数の平均は 16.8 というものであった。本稿の

目的は各枠組みの数の多寡について検討するものでは

ない。しかし，表や図は当該論文の示す豊富な情報を

読み手に効果的に掲示できるものであるため適切な掲



15 広島大学機関リポジトリに新システムを 2014 年

10 月 21 日により導入したことについては，広島

大学図書館学術情報企画主担当川村拓郎氏よりご

教示頂いた情報である。

Table 3　各論文の機関リポジトリを介したアカウント数

                                                                                                                                            

No

Total
Access
Count
(times)

No

Total
Access
Count
(times)

No

Total
Access
Count
(times)

No

Total
Access
Count
(times)

No

Total
Access
Count
(times)

No

Total
Access
Count
(times)

C1 2333 C13 2762 D10 2295 E10 3817 G1 1871 H6 433
C2 2287 C14 2103 D11 3098 E11 4412 G2 997 H7 337
C3 1765 C15 2349 D12 2714 E12 3699 G3 880 H8 468
C4 1831 D1 2347 E1 3321 F1 2020 G4 875 H9 310
C5 1982 D2 2536 E2 3321 F2 2247 G5 838 I1 175
C6 2589 D3 2872 E3 3334 F3 2962 G6 1095 I2 134
C7 2144 D4 3222 E4 3645 F4 2393 G7 1023 I3 216
C8 2636 D5 3442 E5 6831 F5 2414 H1 492 I4 167
C9 3131 D6 2878 E6 3683 F6 3250 H2 413 I5 140
C10 2528 D7 2833 E7 4977 F7 2730 H3 343 I6 201
C11 2692 D8 4349 E8 3820 F8 2963 H4 409 I7 158
C12 2418 D9 2978 E9 4142 F9 2502 H5 415 I8 130
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載が必要となるだろう。また，当該論文を執筆する上

で先行研究を引用することで自身の研究の学問的な独

自性を明確に示すことができるため，執筆時において

厳格な確認が必要となるだろう。

　掲載論文の研究内容の変遷については，森・三島・

古本（2007）の著者の所属機関における教育学部生を

対象として学習意欲の持続性に影響を及ぼす要因を検

討したことを皮切りに , 著者の所属する教育学部特に

教員養成に資する学生への正課内外の活動が及ぼす効

果検証を行っているものが散見している。

　すなわち，三島・山口・森（2009）は，広島大学教

育学部生を対象として，教育実習前後の教職志望度と

授業・教師イメージ，教師効力感，教育実習の自己評

価との関連を検討している。岡・小島・児玉・木舩・

深田（2010）は，地域の小学生に対する学習支援プロ

グラムへの参加が，学生自身に力量形成，教育態度，

満足度，子どもへの関心といった観点で有効であると

認知されることを示している。野中・沼・井上（2011）
は，非言語的行動という観点から初等教員養成カリ

キュラムの構成要素の分類や非言語的行動向上へのカ

リキュラムの有効性を検討している。野中・井上（2013）
は，卒業論文執筆後の初等教員養成コースの学習開発

実践専修所属の学部生を対象とし，望んでいる統計教

育の授業方法や授業内容，統計的手法の知識の実態を

明らかにしている。児玉・井上（2013）は，キッズシティ

子ども会議にボランティアとして参加した学生 12 名

を対象に，教職にかかわる自己効力感や教職に必要な

能力に関する認知の変容や効果を検証している。そし

て，田崎・米沢（2013）は，広島大学教育学部フレン

ドシップ事業に参加した学生を対象に，教師イメージ

や子どもイメージ，教師効力感，教職志望度における

事前事後の変容を明らかにしている。

　こうした所属機関の正課内外の活動内容や有効性を

丹念に記述し成果や課題を検証することが，今後の教

員養成の枠組みに寄与する試みとなるだろう。また，

類似の枠組みを実施している他機関と共同研究を実施

し，双方の活動の内容の類似性と差異性を明確にした

上で効果検証を行うことは，当該研究内容の発展に資

するものになると考えられる。

　機関リポジトリでの各論文のアカウント数　機関リ

ポジトリでの各論文のアカウント数については，紀要

冊子に掲載されている論文全てが広島大学図書館リポ

ジトリに登録されている学習開発学研究第 1 号から第

7 号までの総計 72 本の論文を対象とした。なお，広

島大学の機関リポジトリは，2014 年 10 月 21 日に新

システム
15
を導入し，これまでの機関リポジトリで

の各論文のアカウント数が解消されることとなってい

た。そのため，本稿では，当該紀要冊子を旧機関リポ

ジトリに登録した年月日から 2014 年 10 月 21 日の新

システムに移行する前まで活用されていた広島大学の

機関リポジトリにアカウント数に焦点を置いた上での

検討を行うものであった
16 （Table 3）。



16 本稿で活用した広島大学機関リポジトリの旧シス

テムに基づくアカウント数の算出方法について

は，広島大学図書館学術情報企画主担当川村拓郎

氏より 2014 年 11 月 20 日付でリンクを開くことが

出 来 る URL 情 報（http://133.41.111.69/portal/main/
bulletin/AA1244667X.html）をご教示頂き，当該

URL から各論文のアカウント数の計測を 2014 年

11 月 21 日付で行った。なお，当該 URL は，11 月

をもってサーバーを停止する予定と聞いていたが，

2014 年 12 月 19 日現在まで閲覧可能である。

17 本稿のアカウント数は，該当論文のアクセス数が

表示されているページアクセス数全てであり，ブ

ラウザの更新ボタンを押すといった連続アクセス

についてもカウント数を除外していないため留意

が必要となる。

18 学習開発研究，学習開発学研究の展望分析に活用

した各掲載研究は，Appendix で出典を明示したた

め，紙幅の事情も鑑みて引用文献での記載を省略

している。
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　Table 3 の結果から，機関リポジトリでの各論文の

アカウント数
17
は，実際の冊子体のダウンロード数や

実際の論文執筆における引用数，実際の閲覧数自体な

どは不明確であるものの，光斎（2000）や菅井（2013）
の指摘していた紀要の出版上の過去の特徴と異なり，

利用可能性が向上して掲載論文の透明性が担保される

時代になってきたことを示唆している。すなわち，内

容如何によっては，他の研究者の研究の発展に寄与す

る土壌が確立していることが考えられる。

　一方，学習開発学研究に掲載される全ての論文が，

機関リポジトリに登録され自由に閲覧可能であること

を鑑みれば，紙媒体による紀要冊子発行の必要性を検

討していかなければならない。今後は，紙媒体で紀要

冊子を発行する明確な必然性を提示する必要もあるだ

ろう。

総合的考察

　本稿はあくまでも広島大学大学院教育学研究科にお

いて発刊されてきた学習開発研究そして学習開発学研

究という研究紀要について紀要冊子の概要，掲載論文

の概要，機関リポジトリでの各論文のアカウント数と

いった 3 つの概観について歴史的変遷過程を踏まえて

探索的に検討を行ったにすぎない。しかし，紀要の変

遷過程を一部の側面から検討しただけでも，掲載論文

数の一桁台に留まっている現況を鑑み，魅力ある紀要

作成の方策を議論する必要性が示唆された。今後は，

現在の所属教員や関係教員そして，在籍学生だけでな

く学習開発学講座で学んだ修了生からも協力いただけ

るような体制作りが欠かせないだろう。このような考

察が，他でもない教育改革および大学改革の時期に行

われたということによって，学習開発学研究そして当

該講座に関係のある学徒達の熟達化をめぐる議論を次

なるステージへ進めるための一歩となることができた

と考えられる。
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特
記

事
項

A
1

岸
　
光
城

デ
ュ
ー
イ
の
学
習
論
・
指
導
論
の
考
察

3-
10

8
1

日
本
語

無
0

0
24

無
無

無

A
2

森
　
敏
昭

学
習
の
理
論
史
再
考

「
学
び
」
の
新
た
な
る
ル
ー
ト
メ
タ
フ
ァ
ー

11
-1

8
8

1
日
本
語

無
0

1
7

無
有

1

A
3

冨
永
美
穂
子
・
清
水
益
治

大
学
生
の
食
生
活
の
実
態
お
よ
び
食
事
と
精
神
的
安
定
度
の

関
係

19
-2

5
7

2
日
本
語

有
2

7
19

無
有

1

A
4

田
口
雅
徳
・
平
井
誠
也

幼
児
の
動
物
描
画
に
み
ら
れ
る
対
象
の
相
対
的
大
き
さ
の

発
達
的
研
究

27
-3

2
6

2
日
本
語

有
2

0
12

無
有

2

A
5

岡
田
褘
雄

「
学
習
開
発
」
研
究
の
一
視
点

33
-4

0
8

1
日
本
語

無
0

0
18

無
無

無

A
6

柴
　
一
実

戦
後
初
等
理
科
教
育
の
革
新
と

G
.S

. ク
レ
イ
グ
著
「
科
学
教
室
」

及
び
「
科
学
と
子
供
の
生
活
」
の
翻
訳
出
版

41
-4

9
9

1
日
本
語

無
2

0
39

無
無

1

A
7

山
本
隆
春

文
学
反
応
の
交
流
に
よ
る
〈
脱
中
心
化
〉
と
内
省

―
大
学
生
に
よ
る
「
愛
の
サ
ー
カ
ス
」
（
別
役
実
）
の
読
み
を

中
心
に
―

51
-6

1
11

1
日
本
語

無
0

0
11

無
無

無

A
8

植
田
敦
三
・
景
山
三
平

ケ
ニ
ア
の
数
学
教
科
書
に
お
け
る
学
習
材
開
発
に
つ
い
て

―
日
本
と
ケ
ニ
ア
の
数
学
教
科
書
比
較
を
通
し
て
―

63
-7

4
12

2
日
本
語

無
4

1
11

無
無

無

A
9

佐
藤
眞
典
・
井
上
京
子
・

吉
井
　
央
・
小
田
泰
司

市
民
像
と
市
民
権
の
発
展
の
構
図

75
-8

8
14

4
日
本
語

無
0

13
21

無
無

3

A
10

田
村
咲
江
・
若
生
麻
美
・

山
本
奈
美

肉
の
代
わ
り
に
大
豆
を
用
い
た
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
の
受
容
性
に

つ
い
て

―
高
校
・
大
学
の
調
理
実
習
授
業
に
お
け
る
試
み
か
ら
―
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-9

6
8

3
日
本
語

有
2
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9

無
無

無
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sh
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ki
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SA
Fr

ie
s' 

En
gl

is
h 
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ac

hi
ng

 M
et

ho
do
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gy

 a
s D

ev
el

op
ed

 
in

 th
e 
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pa

ne
se

 C
on

te
xt
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-1
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9

1
英
語

無
0

0
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無
無

4
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W
ill

ia
m

 M
.B

A
RT

C
on

ne
ct

in
g 

C
og

ni
tiv
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Th

eo
ry
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st
ru

ct
io
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an
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st
in
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ea
rn

in
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an
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U
nd

er
st

an
di

ng
 

th
e 

C
on

ce
pt

 o
f T

or
qu

e
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7-
11

0
4

1
英
語

無
0

0
12

無
無

4

A
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C
ho

k 
C

.H
IE

W
, T

os
hi

ak
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M
O

R
I, 

M
as

uh
ar

u 
SH

IM
IZ

U
, M

ih
ok
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TO

M
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A
G

A

M
ea

su
re

m
en
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f R

es
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en
ce

 D
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el
op

m
en
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Pr

el
im

in
ar
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ul

ts
 w

ith
 a

 S
ta

te
-T

ra
it 

R
es

ili
en

ce
 In

ve
nt

or
y
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1-

11
7

7
4

英
語

有
4

0
16

無
無

4

A
14

G
un

te
r G

EB
A

U
ER

W
ha

t i
s H

is
to

ric
al

 A
nt

hr
op

ol
og

y
11

9-
12

3
5

1
英
語

無
0

0
9

無
無

4
A

15
樋
口
　
聡

ゲ
ン
ダ
ー
・
ゲ
バ
ウ
ア
「
歴
史
人
間
学
と
は
何
か
」

12
5-

13
5

11
1

日
本
語

無
0

0
19

無
無

5
注

1 ）
数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
2 ）

A
9
論
文
の
図
の
数
は
，
執
筆
箇
所
が
区
分
さ
れ
て
お
り
，
各
区
分
で
図
番
号
の
整
理
が
さ
れ
て
い
る
が
，
同
一
論
文
で
あ
る
た
め
図
の
数
は
全
て
ま

と
め
て
整
理
し
た
。

注
3 ）

参
照
文
献
数
に
は
，
著
者
が
注
表
記
内
の
文
献
を
整
理
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
，
注
で
同
一
論
文
を
用
い
て
い
る
場
合
も
注
部
分
が
異
な
る
場
合
は
別
個
の
も
の
と
し
た
。

注
4 ）

A
9
論
文
の
参
照
文
献
数
は
，
執
筆
箇
所
が
区
分
さ
れ
て
お
り
，
各
区
分
で
文
献
の
整
理
が
さ
れ
て
い
る
が
，
同
一
論
文
で
あ
る
た
め
文
献
数
を
全
て

ま
と
め
て
整
理
し
た
。

注
5 ）

A
15

論
文
の
参
照
文
献
数
は
，
翻
訳
部
分
の
も
の
は
含
め
ず
解
説
箇
所
で
使
用
さ
れ
た
も
の
の
み
を
整
理
し
て
い
る
。

注
6 ）

特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
，
「

2 」
は
学
会
発
表
で

事
前
に
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
，
「

3 」
は
執
筆
箇
所
が
区
分
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
，
「

4 」
は
末
尾
に
日
本
語
要
旨
の
記
載
が
あ
る
も
の
，
「

5 」
は
翻
訳
論
文
で
あ
り
，
著
者
が
解
説

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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付
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記

事
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B
1

石
井
眞
治

「
学
び
」
を
育
て
る
環
境

3-
10

9
1

日
本
語

無
1

1
12

無
無

無

B
2

西
根
和
雄

教
育
社
会
学
に
お
け
る
学
習

( 集
団

) 論
に
関
わ
る

研
究
方
法
の
変
遷

13
-2

3
11

1
日
本
語

無
0

2
80

無
無

1

B
3

広
瀬
俊
雄

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
に
お
け

る
学
び
の
思
想

－
幼
児
期
を
中
心
に
－

25
-3

6
12

1
日
本
語

無
0

0
33

無
無

無

B
4

森
　
敏
昭

21
世
紀
の
学
習
理
論
と
学
習

指
導
：
「
機
械
論
」
を
超
え
て

37
-4

5
9

1
日
本
語

無
0

0
0

無
無

無

B
5

R
ic

ha
rd

 S
hu

st
er

m
an

Et
hi

cs
, A

es
th

et
ic

s a
nd

 th
e A

rt 
of

 L
iv

in
g:

 
Pr

ag
m

at
is

m
 a

nd
 S

om
ae

st
he

tic
s

47
-5

3
7

1
英
語

無
0

0
0

無
無

無

B
6

井
上
　
弥

発
達
心
理
学
の
中
の
学
び

55
-5

9
5

1
日
本
語

無
0

0
9

無
無

無

B
7

林
　
孝

学
校
経
営
学
に
お
け
る
〈
学

び
〉
の
視
座

61
-6

9
9

1
日
本
語

無
0

0
7

無
無

無

B
8

樋
口
　
聡

教
育
思
想
に
お
け
る
〈
学
び

〉
の
位
置

71
-7

8
8

1
日
本
語

無
0

0
0

無
無

1
B

9
鈴
木
由
美
子

教
育
的
関
係
論
に
お
け
る
「

学
び
」

79
-9

0
11

1
日
本
語

無
2

0
34

有
無

無

B
10

山
内
規
嗣

学
校
教
育
史
に
お
け
る
〈
学

び
〉

91
-1

01
11

1
日
本
語

無
0

0
21

無
無

無

B
11

永
田
良
太

社
会
言
語
学
的
知
識
の
獲
得

に
お
け
る
「
学
び
」

－
「
よ
り
良
い
」
対
話
の
実

現
に
向
け
て
－

10
3-

11
0

8
1

日
本
語

無
0

0
14

無
無

無

B
12

D
ie

tri
ch

 A
lb

er
t

C
on

tri
bu

tio
n 

of
 th

e 
Ps

yc
ho

lo
gy

 o
f 

K
no

w
le

dg
e 

to
 L

ea
rn

in
g 

Sc
ie

nc
e 

an
d 

Ed
uc

at
io

n
11

1-
11

6
4

1
英
語

無
0

0
5

無
無

無

B
13

高
橋
　
超

社
会
的
行
為
と
し
て
の
「
学

び
」

－
社
会
行
動
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
－

11
7-

12
2

6
1

日
本
語

無
0

0
7

無
無

無

B
14

神
山
貴
弥

児
童
期
・
青
年
期
に
お
け
る

異
年
齢
他
者
と
の
か
か
わ
り
に
よ

る
〈
学
び
〉

12
3-

12
8

6
1

日
本
語

無
0

0
9

無
無

無

B
15

鈴
木
康
之

心
理
臨
床
に
お
け
る
学
び

12
9-

13
4

6
1

日
本
語

無
0

0
18

無
無

1
注

1 ）
B

9
論
文
の
表
の
数
は
，
論
文
内
に
は
表
題
目
が
な
い
が
，
表
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
表
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
注

2 ）
参
照
文
献
数
に
は
，
著
者
が
注
表
記
内
の
文
献
を
整
理
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
，
注
で
同
一
論
文
を
用
い
て
い
る
場
合
も
注
部
分
が
異
な
る
場
合
は
別
個
の
も
の
と
し
た
。

注
3 ）

B
9
論
文
の
参
照
文
献
数
は
，
主
要
参
考
文
献
と
注
を
複
合
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

注
4 ）

特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記

内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
論
文
末
尾
に
お
い
て
当
該
領
域
に
お
け
る
代
表
的
文
献
例
を
紹
介
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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C
1

ユ
ル
ゲ
ン
・
エ
ル
カ
ー
ス

( 訳
：
樋
口
　
聡
・
鈴
木
由

美
子

)
「
い
き
い
き
し
た
子
ど
も
」
は

ど
の
よ
う
に
し
て

教
育
理
論
に
と
り
こ
ま
れ
た

か
？

3-
18

16
1 （

2 ）
日
本
語

無
0

20
17

無
無

1

C
2

カ
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

レ
ー
ウ

( 訳
：
樋
口
　
聡

)
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題

19
-2

7
8

1 （
1 ）

日
本
語

無
0

0
8

無
無

1

C
3

Pa
m

el
a 

ST
 L

EG
ER

Ev
al

ua
tio

n:
 It

's 
R

ol
e 

in
 P

la
nn

ni
ng

 
Ed

uc
at

io
na

l P
ro

gr
am

s-
A

 P
er

so
na

l R
efl

 e
ct

io
n

28
-3

7
9

1
英
語

無
0

2
9

無
無

無

C
4

Ta
ka

ra
 D

O
B

A
SH

I ・
Ev

a 
M

A
R

SA
L

Ei
ne

 E
nt

w
ic

kl
un

gs
st

ud
ie

 z
ur

 D
ia

lo
gi

sc
he

n 
D

id
ak

tik
 

D
ie

 R
ep

lik
at

io
n 

vo
n 

Ta
ke

ji 
H

ay
as

hi
's 

ex
pe

rim
en

te
lle

m
 

U
nt

er
ric

ht
 “

Ü
be

r d
en

 M
en

sc
he

n”
 in

 D
eu

ts
ch

la
nd

39
-5

2
14

2
ド
イ
ツ

語
有

1
4

8
無

無
無

C
5

Ta
ka

ra
 D

O
B

A
SH

I ・
Ev

a 
M

A
R

SA
L

En
tfa

ltu
ng

 d
es

 B
ew

us
st

se
in

s u
pd

 E
nt

w
ic

kl
un

g 
de

r 
et

hi
sc

he
n 

W
er

te
 E

in
e 

pr
ak

tis
ch

e 
O

rie
nt

ie
ru

ng
 d

ur
ch

 d
as

 
“P

hi
lo

so
ph

ie
re

n 
m

it 
K

in
de

rn
”

53
-6

2
10

2
ド
イ
ツ

語
無

0
2

20
無

無
無

C
6

森
　
敏
昭
・
三
島
知
剛
・

古
本
由
衣

学
習
継
続
意
志
に
影
響
す
る

心
理
的
要
因

63
-7

1
9

3
日
本
語

有
9

0
9

無
無

無

C
7

青
木
多
寿
子

「
ベ
ス
ト
実
践
集
（

19
97

）
」

に
見
る
カ
ン
ザ
ス
州
（
米
国
）
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発

73
-8

2
10

1
日
本
語

無
3

7
6

有
無

無

C
8

井
上
　
弥

感
情
表
出
偽
装
・
擬
態
経
験

へ
の
項
目
反
応
理
論
の
適
用

83
-8

8
6

1
日
本
語

有
3

2
16

無
無

無

C
9

鈴
木
由
美
子
・
江
玉
陸
美
・

栃
木
エ
リ
カ
・

 中
尾
香
子
・

松
田
芳
明
・
宮
里
智
恵
・

森
川
敦
子

子
ど
も
の
道
徳
的
価
値
判
断

に
お
け
る
対
人
関
係
認
識
の
発
達

的
変
容

 : 
道
徳
授
業
に
お
け
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
分
析
を
通
し
て

89
-9

7
9

7
日
本
語

有
8

1
17

無
無

無

C
10

山
内
規
嗣

大
学
生
の
回
想
に
み
る
平
和

教
育
実
践
の
諸
問
題

99
-1

09
11

1
日
本
語

無
0

0
18

無
無

無

C
11

沖
林
洋
平

協
同
学
習
を
捉
え
る
諸
概
念
と
教
授
学
習
法
の
概
観

11
1-

11
4

4
1

日
本
語

無
0

0
10

無
無

無

C
12

今
井

 康
晴

ブ
ル
ー
ナ
ー
に
お
け
る
構
造

論
に
関
す
る
一
考
察

 
－
「
社
会
科
」
を
中
心
と
し
て
－

11
5-

12
0

6
1

日
本
語

無
0

0
23

無
無

2

C
13

若
山

 育
代

図
画
工
作
科
心
象
表
現
活
動

に
お
け
る
児
童
の
創
造
的
な

造
形
的
イ
メ
ー
ジ
の
広
が
り

を
導
く
図
工
教
師
の
発
話
行
為

 
－
教
師
と
児
童
の
言
語
的
や
り
と
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
と

解
釈
的
分
析
を
用
い
て
の
検
討
－

12
1-

13
1

11
1

日
本
語

有
10

2
19

無
無

2

C
14

ユ
ル

ゲ
ン
・

エ
ル

カ
ー

ス
( 訳

：
樋
口
　
聡

)
ス
イ
ス
に
お
け
る
学
校
改
革

13
3-

14
2

10
1 （

1 ）
日
本
語

無
0

0
0

無
無

1 ・
3

C
15

カ
レ

ル
・

フ
ァ

ン
・

デ
ル
・

レ
ー
ウ

( 訳
：
樋
口
　
聡

)
子
ど
も
の
た
め
の
哲
学

: 歴
史
・
概
念
・
方
法

14
3-

14
9

7
1 （

1 ）
日
本
語

無
0

0
2

無
無

1 ・
3 ・

4

注
1 ）

執
筆
者
人
数
に
お
け
る
（
　
）
内
は
，
訳
者
の
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
2 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
注

3 ）
C

4
論
文
の
表
の
数
は
，
論
文
内
に
は
表
題
目
が
な
い
が
，
表
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
表
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
注

4 ）
C

9
論
文
の
表
の
数
は
，
論
文
内
に
は
表
題
目
が
な
い
が
，
表
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
表
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
上
で
表
の
総
計
を
整
理
し

た
も
の
で
あ
る
。

注
5 ）

C
1 ，

C
4 ，

C
5
論
文
の
図
の
数
は
，
論
文
内
に
は
図
題
目
が
な
い
が
，
図
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
図
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
6 ）

参
照
文
献
数
は

，
同
一
論
文
内
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
ペ
ー
ジ
数
が
異
な
っ
て
も

1
つ
と
判
断
し
た
。
な
お
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
著
者
が
注
表
記
の
文
献
を
整
理
し
た
。
し
か
し
，

C
1 ・

C
4 ・

C
5
論
文

は
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
文
献
数
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
，

C
15

論
文
は
，
注
記
載
の
内
引
用
さ
れ
た
も
の
に
特
化
し
，
文
献
紹
介
の
た
め
の
注
は
除
外
し
た
。

注
7 ）

C
7
論
文
の
付
録
は
，
当
該
論
文
内
で
は
論
文
末
尾
に
資
料
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
，
本
稿
で
は
付
録
と
し
て
判
断
し
整
理
を
行
っ
た
。

 
 

 
 

 
注

8 ）
特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
訳
者
解
題
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
，
「

2 」
は
論
文
末
尾
に
主
任
指

導
教
員
の
明
記
，
「

3 」
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
論
文
区
分
で
あ
り
学
習
科
学
広
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
，
「

4 」
は
論
文
末
尾
に
お
い
て

当
該
領
域
に
お
け
る
文
献
を

4
つ
紹
介
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

A
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．
学
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開

発
学

研
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１

号
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数

執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の

数

図
の

数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

D
1

Ta
ka

ra
 D

O
B

A
SH

I ・
 E

va
 

M
A

R
SA

L ・
M

el
an

ie
 

ST
EI

N
LE

Sp
ie

ld
id

ak
tik

 a
ls

 in
no

va
tiv

e 
St

ra
te

gi
e 

zu
r E

rh
öh

un
g 

de
s 

Le
rn

er
fo

lg
s (

I)
 

－
Th

eo
re

tis
ch

e 
B

et
ra

ch
tu

ng
en

 u
nd

 P
ra

xi
se

rf
ah

ru
ng

en
－

3-
9

7
3

ド
イ
ツ

語
無

0
0

13
無

無
無

D
2

三
島
知
剛
・
山
口
あ
ゆ
み
・

森
　
敏
昭

教
育
実
習
生
の
教
職
志
望
度
に
関
す
る
研
究

－
実
習
生
の
授
業
・
教
師
イ
メ
ー
ジ
・
教
師
効
力
感
・
実
習
の

自
己
評
価
に
着
目
し
て
－

11
-1

8
8

3
日
本
語

有
4

0
20

無
無

無

D
3

樋
口
　
聡

フ
ィ
ー
ル
ド
と
学
び

－
広
島
と
い
う
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
で

考
え
る
－

19
-2

7
9

1
日
本
語

無
0

15
10

無
無

1

D
4

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゴ
ノ
ン

( 訳
：

鈴
木
由
美
子
・

樋
口
　
聡

)
ス
イ
ス
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
職
業
教
育
改
革
の

動
向

29
-3

8
10

1 （
2 ）

日
本
語

無
1

1
26

無
無

2

D
5

加
藤
佳
子
・
前
田
健
一
・

西
　
敦
子
・
江
村
理
奈

 ・
目
久
田

 純
一
・
森
　
敏
昭

家
族
成
員
の
相
互
関
係
と
児
童
の
自
尊
感
情
と
の
関
係

－
家
庭
科
「
家
庭
生
活
と
家
族
」
の
領
域
に
お
け
る

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
－

39
-4

9
11

6
日
本
語

無
7

2
12

無
無

無

D
6

若
山
育
代
・
岡
花
祈
一
郎

 ・
一
色
玲
子
・
淡
野
将
太

5
歳
児
の
協
働
描
画
の
成
立
要
因
に
関
す
る
一
考
察

－
非
再
現
的
表
現
「
お
化
け
ト
ラ
ッ
ク
」
を
取
り
上
げ
て
－

51
-6

0
10

4
日
本
語

有
2

3
13

無
有

無

D
7

石
井
眞
治
・
野
崎
秀
正
・

 
高
橋
　
均
・

 野
中
陽
一
朗

学
校
評
価
に
関
す
る
研
究

(I
I)

 
－
中
学
校
卒
業
生
お
よ
び
保
護
者
に
よ
る
教
育
活
動
へ
の

評
価
－

61
-6

9
9

4
日
本
語

有
7

2
11

無
無

無

D
8

野
中
陽
一
朗

 ・
沖
林
洋
平
・

井
上
　
弥
・
石
井
眞
治

教
示
場
面
に
お
け
る
姿
勢
刺
激
図
の
作
成
と
姿
勢
刺
激
図
に
含

ま
れ
る
意
味
次
元
構
造
の
検
討

71
-7

7
7

4
日
本
語

有
4

0
32

無
無

無

D
9

今
井
康
晴

在
宅
保
育
に
関
す
る
一
考
察

－
ブ
ル
ー
ナ
ー
に
よ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・
マ
イ
ン
ダ
ー
へ
の
提
言

を
中
心
に
－

79
-8

4
6

1
日
本
語

無
0

0
21

無
無

無

D
10

Sa
yo

ko
 K

O
B

AY
A

SH
I ・

Ta
ka

sh
i M

IT
SU

M
O

TO
A

 D
ev

el
op

m
en

ta
l S

tu
dy

 o
n 

D
el

ay
 o

f G
ra

tifi
 c

at
io

n
85

-1
01

17
2

英
語

有
19

1
13

無
無

無

D
11

へ
レ
ン
・
カ
ウ

イ

( 訳
：
エ
リ
ク
ソ
ン
・
ユ
キ
コ
・

山
崎
　
茜

)
な
ぜ
子
ど
も
は
い
じ
め
に
関

わ
る
の
か

10
3-

11
0

8
1 （

2 ）
日
本
語

無
0

0
41

無
無

無

D
12

山
内
規
嗣

汎
愛
派
教
育
思
想
に
お
け
る
暴
力
と
理
性

－
パ
ゼ
ド
ウ
の
『
基
礎
教
科
書
』
を
手
が
か
り
に
－

11
1-

11
8

9
1

日
本
語

無
0

4
25

無
無

無

注
1 ）

執
筆
者
人
数
に
お
け
る
（
　
）
内
は
，
訳
者
の
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
2 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
注

3 ）
D

3 ，
D

4
論
文
の
図
の
数
は
，
論
文
内
に
は
図
題
目
が
な
い
が
，
図
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
図
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
注

4 ）
 
参
照
文
献
数
は
，
同
一
論
文
内
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
ペ
ー
ジ
数
が
異
な
っ
て
も

1 つ
と
判
断
し
た
。
な
お
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
著
者
が
注
表
記
の
文
献
を
整
理
し
た
。
し
か
し
，
D

1 論
文
は
，

注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
文
献
数
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

注
5 ）

特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
当
該
論
文
が
石
井
眞
治
教
授
の
退
職
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
こ
と

を
記
載
し
て
い
る
も
の
，
「

2 」
は
訳
者
解
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 

A
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nd
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２
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数
執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の
数

図
の
数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

E1
Ta

ka
ra

 D
O

B
A

SH
I ・

M
el

an
ie

 S
TE

IN
LE

・
Ev

a 
M

A
R

SA
L

Sp
ie

ld
id

ak
tik

 a
ls

 in
no

va
tiv

e 
St

ra
te

gi
e 

zu
r E

rh
öh

un
g 

de
s 

Le
m

er
fo

lg
s(

II
I)

 
－

So
zi

al
e 

Sp
ie

le
 z

ur
 S

tä
rk

un
g 

de
r K

la
ss

en
ge

m
ei

ns
ch

af
t －

3-
10

8
3

ド
イ
ツ

語
無

0
6

7
無

無
無

E2
岡
　
直
樹
・
小
島
奈
々
恵
・

児
玉
真
樹
子
・
木
舩
憲
幸
・

深
田
博
己

に
こ
に
こ
ル
ー
ム
の
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
学
生
の
力
量

形
成
に
及
ぼ
す
効
果

(2
) 

－
平
成

20
年
度
後
期
の
学
生
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査

－

11
-2

0
10

5
日
本
語

有
10

0
4

無
無

無

E3
児
玉
真
樹
子
・
小
島
奈
々
恵
・

岡
　
直
樹
・
木
舩
憲
幸

 ・
深
田
博
己

に
こ
に
こ
ル
ー
ム
の
学
習
支
援
が
小
学
生
に
及
ぼ
す
効
果

(2
) 

－
平
成

20
年
度
後
期
の
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

調
査
－

21
-2

7
7

5
日
本
語

有
9

0
4

無
無

無

E4
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
タ
ー
ナ
ー

( 訳
：
樋
口
　

聡
)

教
育
理
解
の
た
め
の
基
本
原
理

－
教
育
の
理
論
と
実
践
の
関
わ
り
の
視
点
か
ら
－

29
-3

6
8

1(
1)

日
本
語

無
0

1
3

無
無

1

E5
野
中
陽
一
朗
・
池
上
正
樹
・

井
上
　
弥

姿
勢
か
ら
感
情
は
読
み
と
れ
る
の
か

?
37

-4
2

6
3

日
本
語

有
2

1
26

無
無

無

E6
永
瀬

 美
帆
・
鈴
木

 由
美
子

道
徳
教
育
と
教
科
教
育
と
の

関
連
づ
け
の
可
能
性
と
課
題

 : 
道
徳
的
思
考
と
算
数
・
数
学
科
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
論
理
的

思
考
と
の
関
連
か
ら

43
-5

2
10

2
日
本
語

無
4

0
20

無
無

2

E7
今
井
康
晴

ブ
ル
ー
ナ
ー
の
幼
児
教
育
論
に
お
け
る
一
考
察

－
心
理
学
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
－

53
-5

9
7

1
日
本
語

無
0

0
37

無
無

無

E8
吉
岡
敦
子

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
検
索
環
境
に
お
け
る

ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
の
検
討

61
-6

8
8

1
日
本
語

無
0

0
17

無
無

無

E9
ヘ
レ
ン
・
カ
ウ
イ

( 訳
：
エ
リ
ク

ソ
ン
ユ
キ
コ
・

青
木
多
寿
子

)
学
校
全
体
で
取
り
組
む
い
じ

め
予
防
介
入
に
つ
い
て

69
-7

5
7

1(
2)

日
本
語

無
0

1
28

無
有

3

E1
0

青
木
多
寿
子
・
藤
原
直
樹

幼
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
働
き
か
け
と

返
答
に
つ
い
て

－
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
解
消
へ
の
示
唆
を
中
心
に
－

77
-8

2
6

2
日
本
語

有
9

1
7

無
無

無

E1
1

蘆
田
智
絵

nu
rtu

ra
nc

e （
養
護
性
）
の
概
念
に
関
す
る
理
論
的
考
察

83
-9

0
8

1
日
本
語

無
0

0
47

無
有

4

E1
2

三
島
知
剛
・
安
立
大
輔
・

 森
　
敏
昭

教
育
実
習
生
の
実
習
前
後
に
お
け
る
学
習
の
継
続
意
志
の

変
容

－
実
習
前
後
の
教
師
効
力
感
の
変
容
・
実
習
の
自
己
評
価
に

着
目
し
て
－

91
-9

9
9

3
日
本
語

有
3

4
17

無
無

無

注
1 ）

執
筆
者
人
数
に
お
け
る
（
　
）
内
は
，
訳
者
の
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

注
2 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
3 ）

E1
論
文
の
図
の
数
は
，
論
文
内
に
は
図
番
号
が
な
い
が
，
図
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
図
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
4 ）

参
照

文
献

数
は

，
同

一
論

文
内

記
載

さ
れ

て
い

る
文

献
は

ペ
ー

ジ
数

が
異

な
っ

て
も

1
つ

と
判

断
し

た
。

な
お
，

注
で

記
載

さ
れ

て
い

る
場

合
は

著
者

が
注

表
記

の
文

献
を

整
理

し
た
。

し
か

し
，

E1
，

E1
1
論
文
は
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
文
献
数
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
そ
し
て
，

E4
論
文
は
，
訳
者
解
題
の
注
論
文
は
除
外
し
て
あ
る
。

注
5 ）

特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
訳
者
解
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
「

2 」
は
執
筆
箇
所
が

区
分
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
，
「

3 」
は
簡
略
版
を
別
紙
に
掲
載
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
い
る
論
文
で
あ
り
，
「

4 」
は
今
後
学
会
発
表
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数

執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の

数

図
の

数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

F1
Ta

ka
ra

 D
O

B
A

SH
I ・

Ev
a 

M
A

R
SA

L
K

in
de

rli
te

ra
tu

r a
ls

 M
ed

iu
m

 fü
r d

en
 E

th
ik

un
te

rr
ic

ht
 (I

I)
3-

13
11

2
ド
イ
ツ

語
無

0
5

19
無

無
無

F2
野
中
陽
一
朗
・

沼
　
昂
佑
・

井
上
　
弥

初
等
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
非
言
語
的
行
動
ス
キ
ル
の

向
上
評
定
に
基
づ
く
分
類

13
-1

9
5

3
日
本
語

有
3

2
17

無
無

無

F3
今
井
康
晴

幼
児
の
言
語
獲
得
に
関
す
る
一
考
察

 : 
ブ
ル
ー
ナ
ー
の
言
語
獲
得
論
を
中
心
に

21
-2

7
7

1
日
本
語

無
0

0
5

無
無

無

F4
El

fr
ie

de
 G

R
EI

M
EL

 ・
M

ak
ik

o 
K

O
D

A
M

A
B

ul
ly

in
g 

fr
om

 a
 c

ro
ss

-c
ul

tu
ra

l p
er

sp
ec

tiv
e 

: 
A

 c
om

pa
ris

on
 b

et
w

ee
n 

A
us

tri
a 

an
d 

Ja
pa

n
29

-4
0

12
2

英
語

有
6

0
45

無
無

無

F5
高
橋
智
子
・
竹

嶋
飛
鳥
・

青
木
多
寿
子

高
校
生
の
生
活
体
験
と
「
生
き
る
力
」
・
生
活
充
実
感
の

関
連
に
つ
い
て

41
-4

8
8

3
日
本
語

有
0

0
24

無
有

無

F6
鈴
木
由
美
子
・

森
川
敦
子
・

江
玉
睦
美

対
人
理
解
を
促
進
す
る
道
徳
教
育
の
方
法

 : 
セ
ル
マ
ン
の
社
会
的
視
点
取
得
理
論
に
着
目
し
て

49
-5

5
7

3
日
本
語

有
5

0
16

無
有

1

F7

鈴
木
由
美
子
・

永
瀬
美
帆
・

 
藤
橋
智
子
・
今
永
泰
生
・

江
玉
睦
美
・
松
田
芳
明
・

宮
里
智
恵
・

 椋
木
香
子
・

森
川
敦
子

道
徳
授
業
用
の
読
み
物
教
材
に
含
ま
れ
る
価
値
項
目
の
分
析

57
-6

5
9

9
日
本
語

有
4

4
10

有
有

1 ・
2

F8
青
木
多
寿
子
・
中
島
恭
兵

児
童
・
生
徒
の
向
上
心
，
目
標

志
向
性
に
及
ぼ
す

“
あ
こ
が
れ

”
の
影
響

67
-7

3
7

2
日
本
語

有
2

2
16

無
無

無

F9
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・

タ
ー
ナ
ー

 
（
訳
：
樋
口
　
聡
）

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
教
員
養
成

 : 
問
題
の
背
景
と
現
状

75
-8

2
8

1 （
1 ）

日
本
語

無
0

1
12

無
無

3

注
1 ）

執
筆
者
人
数
に
お
け
る
（
　
）
内
は
，
訳
者
の
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
2 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
，

F4
論
文
に
限
定
し
て
は
，
当
該
論
文
内
で
採
取
し
た
デ
ー

タ
で
は
な
い
が
，
当
該
論
文
の
文
化
比
較
に
お
け
る
数
値
の
対
比
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
，
数
値
表
現
有
と
記
載
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
注

3 ）
F6

論
文
の
表
の
数
は
，
論
文
内
に
は
表
題
目
が
な
い
が
，
表
と
判
別
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
た
め
著
者
が
表
に
該
当
す
る
も
の
の
数
を
整
理
し
た
上
で

表
の
総
計
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
注

4 ）
参

照
文

献
数

は
，

同
一

論
文

内
記

載
さ

れ
て

い
る

文
献

は
ペ

ー
ジ

数
が

異
な

っ
て

も
1
つ

と
判

断
し

た
。

な
お
，

注
で

記
載

さ
れ

て
い

る
場

合
は

著
者

が
注

表
記

の
文

献
を

整
理

し
た
。

し
か

し
，

F1
，

F3
，

F6
論
文
は
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
文
献
数
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
注

5 ）
特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
，
「

2 」
は
執
筆
箇
所
が

区
分
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
，
「

3 」
は
訳
者
解
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数

執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の

数

図
の

数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

G
1

加
藤
佳
子
・
西
　
敦
子
・

伊
藤
海
織

大
学
生
の
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
行
動
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
，

家
族
関
係
お
よ
び
ハ
ー
デ
ィ
ネ
ス
と
の
関
連

3-
10

8
3

日
本
語

有
6

1
25

無
有

無

G
2

児
玉
真
樹
子
・
安
藤
貴
子

学
童
期
の
防
衛
的
自
己
呈
示
に
関
す
る
研
究
 
:

学
年
，
性
別
，
自
己
呈
示
の
対
象

(
TP

)
に
着
目
し
て

11
-1

7
7

2
日
本
語

有
6

0
9

無
有

無

G
3

今
井
康
晴

言
語
獲
得
支
援
論
に
関
す
る
一
考
察
 
:
 

母
子
遊
び
「
い
な
い
い
な
い
ば
ー
」
を
め
ぐ
る
保
護
者
の

意
識
調
査
を
中
心
に

19
-2

8
10

1
日
本
語

有
0

4
21

有
無

無

G
4

井
上
　
弥
・
野
中
陽
一
朗
・

佐
々
木
雄
亮

認
知
さ
れ
た
責
任
性
と
統
制
可
能
性
の

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

29
-3

3
5

3
日
本
語

有
3

6
8

無
無

無

G
5

青
木
多
寿
子

米
国
の
中
学
校
の
必
修
科
目
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
キ
ャ
リ
ア
」
の

視
察
 
:
 

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
目
標
，
社
会
科
の
目
標
と
の
関
係
を
中
心
に

35
-4

5
11

1
日
本
語

無
10

0
9

有
無

無

G
6

青
木
多
寿
子
・
川
合
紀
宗
・

山
田
剛
史
・
宮
崎
宏
志
・

新
茂
之
・
橋
ヶ
谷
佳
正

米
国
で
視
察
し
た
品
格
教
育

(
C

ha
ra

ct
er

 E
du

ca
tio

n )
の

実
際

(
2
)

47
-5

9
5

6
日
本
語

無
2

9
26

無
無

1

G
7

樋
口
　
聡

教
員
養
成
教
育
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
 
:
 

德
永
保
氏
の
提
言
を
受
け
て

61
-6

9
9

1
日
本
語

無
0

0
19

無
無

無

注
1 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
注

2 ）
 
参

照
文

献
数

は
，

同
一

論
文

内
記

載
さ

れ
て

い
る

文
献

は
ペ

ー
ジ

数
が

異
な

っ
て

も
1
つ

と
判

断
し

た
。

な
お
，

注
で

記
載

さ
れ

て
い

る
場

合
は

著
者

が
注

表
記

の
文

献
を

整
理

し
た
。

な
お
，

G
5 ，

G
6
論
文
は
，
参
考
資
料
も
引
用
（
参
考
）
文
献
数
と
し
て

加
算
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

注
3 ）

G
3
論
文
の
付

録
は
，
当
該
論
文
内
で
は
論
文
末
尾
に
「
参
考
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
，
本
稿
で
は
付
録
と
し
て
判
断
し
整
理
を
行
っ
た
。

  
 

 
 

注
4 ）

G
5
論
文
の
付
録
は
，
当
該
論
文
内
で
は
論
文
末
尾
に
「
資
料
」
と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
，
本
稿
で
は
付
録
と
し
て
判
断
し
整
理
を
行
っ
た
。

  
 

 
 

注
5 ）

特
記

事
項

に
お

け
る

数
値

表
現

は
，

A
pp

en
di

x 
内

で
表

記
内

容
を

簡
便

な
も

の
と

す
る

た
め

に
使

用
し

た
。

具
体

的
に

は
，
「

1 」
は

科
学

研
究

費
補

助
金

の
助

成
を

受
け

た
も

の
で

あ
る
。

な
お
，

G
6

論
文
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
表
記
は
注
内
で
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数

執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の

数

図
の

数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

H
1

高
橋
智
子
・
竹
嶋
飛
鳥
・

青
木
多
寿
子

児
童
の
生
活
体
験
・
生
活
充
実
感
と
「
生
き
る
力
」
の

関
連
に
つ
い
て

3-
9

7
3

日
本
語

有
7

0
27

無
有

無

H
2

鈴
木
由
美
子
・
中
野
浩
史

酪
農
体
験
が
生
命
尊
重
の
価
値
観
育
成
に
与
え
る
効
果
に

つ
い
て
の
実
践
研
究

11
-1

8
8

2
日
本
語

有
8

6
10

無
有

1

H
3

A
ts

uk
o 

M
or

ik
aw

a ・
Yu

m
ik

o 
Su

zu
ki

Th
e 

M
ea

ni
ng

 a
nd

 th
e 

Ef
fe

ct
s o

f C
oo

pe
ra

tio
n 

be
tw

ee
n 

K
in

de
rg

ar
te

ns
 a

nd
 N

ur
se

ry
 sc

ho
ol

s, 
an

d 
El

em
en

ta
ry

 S
ch

oo
ls

19
-2

3
5

2
英
語

無
2

2
2

無
有

2

H
4

今
井
康
晴

ブ
ル
ー
ナ
ー
の
教
育
論
に
関
す
る
一
考
察

(3
) 

－
教
育
論
の
形
成
過
程
を
中
心
に
－

25
-3

0
6

1
日
本
語

無
0

0
36

無
無

無

H
5

野
中
陽
一
朗
・
井
上
　
弥

統
計
教
育
に
対
す
る
学
習
開
発
実
践
専
修
者
の
意
識
調
査

－
業
論
文
執
筆
後
の
大
学

4 
年
生
を
調
査
対
象
者
と
し
て
－

31
-3

6
6

2
日
本
語

有
3

1
5

無
有

無

H
6

森
本
　
篤
・
青
木
多
寿
子

進
路
面
談
に
お
け
る
高
校
教
師
の
指
導
力
の
違
い
と
同
僚
と
の

相
談
体
験

－
初
任

, 中
堅

, ベ
テ
ラ
ン
教
師
の

PA
C

( 個
人
別
態
度
構
造

)
分
析
に
よ
る
比
較
－

37
-4

6
10

2
日
本
語

有
8

3
15

無
無

無

H
7

児
玉
真
樹
子
・
井
上
　
弥

「
広
島
キ
ッ
ズ
シ
テ
ィ

20
12
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
が
教
職
志
望
学
生
の
自
己
認
知
お
よ
び
教
職
認
知
に
及
ぼ
す

影
響

－
教
職
に
か
か
わ
る
自
己
効
力
感
と

, 教
職
に
必
要
な
能
力
に

関
す
る
認
知
の
変
化
に
着
目
し
て
－

47
-5

5
9

2
日
本
語

有
6

0
4

無
無

無

H
8

田
崎
慎
治
・
米
沢
　
崇

大
学
生
の
教
師
効
力
感
と
教
師
イ
メ
ー
ジ
・
子
ど
も
イ
メ
ー
ジ

に
関
す
る
研
究

－
広
島
大
学
教
育
学
部
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
へ
の
参
加
に
よ

る
変
化
の
検
討
－

57
-6

5
9

2
日
本
語

有
6

0
6

無
無

無

H
9

C
hr

is
 F

or
lin

Is
su

es
 o

f I
nc

lu
si

ve
 E

du
ca

tio
n 

in
 th

e 
21

st
 C

en
tu

ry
67

-8
1

15
1

英
語

有
5

0
37

無
無

無

注
1 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の
統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
注

2 ）
参
照
文
献
数
は
，
同
一
論
文
内
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
ペ
ー
ジ
数
が
異
な
っ
て
も

1
つ
と
判
断
し
た
。
な
お
，
注
で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
著
者
が
注
表
記
の
文
献
を
整
理
し
た
。

注
3 ）

特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
社
団
法
人
中
央
酪
農
会
議
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委
員
会
の
支
援

を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
，

20
11

年
度
報
告
書
の
一
部
で
あ
り
，
「

2 」
は
国
際
学
会
の
自
主
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
内
の
口
頭
発
表
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

A
pp

nd
ix
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論
文 N
o

執
筆
者

論
文
題
目

該
当

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ

数

執
筆
者

人
数

本
文

言
語

数
値

表
現

表
の

数

図
の

数

参
照

文
献
数

付
録

の
数

付
記

謝
辞

特
記

事
項

I1
津
田
真
李
・
青
木
多
寿
子

学
級
で
の
援
助
要
請
を
促
す
教
師
の
工
夫
と
は

－
PA

C
分
析
を
中
心
と
し
た
仮
説
生
成
的
研
究
－

3-
9

7
2

日
本
語

有
3

3
14

無
無

無

I2
諏
訪
英
広
・
髙
谷
哲
也

学
校
改
善
に
活
か
す
目
標
管
理
の
運
用
方
法
に

関
す
る
事
例
研
究

－
 「
共
有
」
を
核
と
し
た
公
立
中
学
校
の
実
践
よ
り
－

11
-1

8
8

2
日
本
語

有
1

0
10

無
有

1

I3
西
分
翔
太
・
児
玉
真
樹
子

大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
形
成
に
及
ぼ
す

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
お
よ
び
メ
ン
タ
リ
ン
グ
の
効
果
の
検
討

19
-2

7
9

2
日
本
語

有
7

0
22

無
無

無

I4
今
井
康
晴

ブ
ル
ー
ナ
ー
に
お
け
る
幼
児
教
育
・
保
育
論
の
展
開
に

関
す
る
一
考
察

－
教
育
に
関
わ
る
著
作
を
中
心
に
－

29
-3

5
7

1
日
本
語

無
0

0
27

無
無

無

I5
M

au
tn

er
 E

va
Q

ua
lit

y 
of

 li
fe

 o
ut

co
m

es
' i

n 
ea

rly
 m

ot
he

rh
oo

d 
in

 A
us

tri
a 

: 
Th

e 
im

pa
ct

 o
f i

nt
er

na
l a

nd
 e

xt
er

na
l r

es
ou

rc
es

37
-4

3
7

1
英
語

有
1

1
26

無
無

無

I6
野
中

 陽
一
朗
・
井
上
　
弥

ノ
ー
ト
テ
イ
キ
ン
グ
に
関
す
る
探
索
的
検
討

－
講
義
の
状
況
的
特
性
に
着
目
し
て
－

45
-4

9
5

2
日
本
語

有
1

2
11

無
有

無

I7
米
沢
　
崇
・
山
崎
　
茜
・

栗
原

 慎
二

校
長
・
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
及
び

学
校
の
組
織
風
土
と
生
徒
指
導
の
取
組
と
の
関
連

51
-5

8
8

3
日
本
語

有
7

0
17

無
有

無

I8

柴
　
英
里
・
菊
地

 る
み
子
・

山
中
　
文
・
岡
谷
英
明
・

吉
岡
一
洋
・
中
道
一
心
・

受
田
浩
之
・
芝
　
京
・

山
本
哲
治

土
佐
の
風
土
に
根
ざ
し
た
地
域
教
材
開
発
研
究

59
-6

7
9

9
日
本
語

無
1

13
22

無
無

無

注
1 ）

数
値
表
現
は
，
当
該
論
文
で
デ
ー
タ
を
採
取
し
，
何
ら
か
の

統
計
的
手
法
に
よ
り
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
判
別
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
注

2 ）
参

照
文

献
数

は
，

同
一

論
文

内
記

載
さ

れ
て

い
る

文
献

は
ペ

ー
ジ

数
が

異
な

っ
て

も
1
つ

と
判

断
し

た
。

な
お

，
注

で
記

載
さ

れ
て

い
る

場
合

は
著

者
が

注
表

記
の

文
献

を
整

理
し

た
。

な
お

，
I4

論
文

に
関
し
て
は
，
脚
注
論
文
と
参
考
文
献
の
総
数
を
算
出
し
記
載
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
注

3 ）
特
記
事
項
に
お
け
る
数
値
表
現
は
，

A
pp

en
di

x 
内
で
表
記
内
容
を
簡
便
な
も
の
と
す
る
た
め
に
使
用
し
た
。
具
体
的
に
は
，
「

1 」
は
科
学
研
究
費
補

助
金
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

A
pp

nd
ix
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